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図1 分布域
⽇本海に広く分布し、⼀部
は津軽海峡や宗⾕海峡を通
じて太平洋やオホーツク海
にも分布する。産卵場は主
に秋季に⼭陰〜東シナ海北
部に形成される。

スルメイカは⽇本周辺に広く⽣息しており、本系群はこのうち秋季に⽇本海⻄部〜東シナ海北部で発⽣し、主
に⽇本海を春〜夏季に北上、秋季に南下する群である。本系群の漁獲量や資源量は漁期年（4⽉〜翌年3⽉）の
数値を⽰す。

図2 漁獲量の推移
漁獲量は1980年代には少
なく、1990年代に増加し、
1996年漁期に31.5万トン
となった。中国の漁獲量仮
定値を含めると2005〜
2006年漁期をピークに減
少傾向で、2023年漁期の
漁獲量は⽇本と韓国の合計
で2.0万トン、中国の漁獲
量仮定値（0.8万トン）を
含めると2.8万トンである。

図3 資源量・親⿂量
資源量は1990年代に増加し、1990年代後半か
ら2010年代前半にかけて変動はあるものの⾼い
⽔準で推移した。2016〜2019年漁期は減少し、
2020年漁期に⼀旦は増加したものの、2021年
漁期以降低い⽔準となった。親⿂量は直近5年間
（2019〜2023年漁期）で⾒ると減少傾向で、
2023年漁期には9.0万トンであった。2024年漁
期の資源量と親⿂量は予測値である。
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本系群では、管理基準値や将来予測など、資源管理⽅針に関する検討会の議論をふまえて最終化される項⽬については、管理基準値等に関する
研究機関会議資料において提案された値を暫定的に⽰した。



図4 再⽣産関係
1981〜2019年漁期の親⿂量と1982〜2020年漁期の加⼊
量*に対し、べバートン・ホルト型の再⽣産関係（⻘太
線）を適⽤した。図中の⻘点線は、再⽣産関係の下で実際
の親⿂量と加⼊量の90％が含まれると推定される範囲であ
る。
⽩丸は再⽣産関係の推定に⽤いた親⿂量と加⼊量、バツ印
は推定に⽤いなかった2020〜2022年漁期の親⿂量と
2021〜2023年漁期の加⼊量を⽰す。また図中の数字は加
⼊した年を⽰す。

スルメイカ（秋季発⽣系群）②

2023年漁期の漁獲量MSY2023年漁期の親⿂量禁漁⽔準案限界管理基準値案⽬標管理基準値案
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図5 管理基準値案と禁漁⽔準案
最⼤持続⽣産量（MSY）を実現する親⿂量
（SBmsy）は25.5万トンと算定される。⽬標管理
基準値としてはSBmsy、限界管理基準値としては
MSYの80%の漁獲量が得られる親⿂量、禁漁⽔準と
してはMSYの10%の漁獲量が得られる親⿂量を提案
する。

*本種の寿命は1年であるため、漁期後の資源量が親⿂量、翌年の漁期前の資源尾数が加⼊量である。

2024年12⽉13⽇公開

本系群では、管理基準値や将来予測など、資源管理⽅針に関する検討会の議論をふまえて最終化される項⽬については、管理基準値等に関する
研究機関会議資料において提案された値を暫定的に⽰した。



図6 神⼾プロット（神⼾チャート）
近年では、親⿂量（SB）は、2020年漁期に最⼤
持 続 ⽣ 産 量 （ MSY ） を 実 現 す る 親 ⿂ 量
（SBmsy）を上回ったが、2021年漁期以降は
SBmsyを下回っている。また、2023年漁期は限
界管理基準値案も下回ったが、禁漁⽔準案は上
回っている。漁獲圧（F）は、2020年漁期以降、
SBmsyを維持する漁獲圧（Fmsy）を下回ってい
る。

図7 漁獲管理規則案（上図︓縦軸は漁獲圧、下
図︓縦軸は漁獲量）
Fmsyに乗じる調整係数であるβを0.35とした場合
の漁獲管理規則案を⿊い太線で⽰す。
※漁獲圧・漁獲量は、本系群を漁獲する全ての国
の合計。
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本系群では、管理基準値や将来予測など、資源管理⽅針に関する検討会の議論をふまえて最終化される項⽬については、管理基準値等に関する
研究機関会議資料において提案された値を暫定的に⽰した。



スルメイカ（秋季発⽣系群）④

図8 漁獲管理規則案の下での親⿂量と漁獲量の将来
予測（現状の漁獲圧は参考）
加⼊量に近年の再⽣産関係の残差（再⽣産関係式から
期待される加⼊量からのずれ）を考慮し、βを0.35と
する漁獲管理規則案に基づく漁獲を継続した場合の将
来予測結果を⽰す。⻑期的には、親⿂量の平均値は⽬
標管理基準値案より⾼い状態で推移する。漁獲量の平
均値はMSYよりも低い⽔準で推移する。

将来の親⿂量（万トン） 将来の漁獲量（万トン）

SBmsy
25.5万トン

MSY
24.0万トン

漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.35）
現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1万回のシミュレーションを試⾏）の90%が
含まれる範囲を⽰す。

MSY
⽬標管理基準値案
限界管理基準値案
禁漁⽔準案

漁期年 漁期年
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本系群では、管理基準値や将来予測など、資源管理⽅針に関する検討会の議論をふまえて最終化される項⽬については、管理基準値等に関する
研究機関会議資料において提案された値を暫定的に⽰した。



スルメイカ（秋季発⽣系群）⑤

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.30〜0.70の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2021〜2023年漁
期の平均︓β=0.42相当）の場合の平均親⿂量と平均漁獲量の推移を⽰す。2024年漁期の漁獲量は、⽇韓漁獲量（推定
値、1.5万トン）と中国の漁獲量（仮定値、0.5万トン）の合計値とし、2025年漁期から漁獲管理規則案に基づく漁獲を
開始する。
βが0.35以下であれば、2034年漁期の平均親⿂量は限界管理基準値案と⽬標管理基準値案をともに50%以上の確率で上
回ると予測される。また、βを0.35とした場合、2025年漁期の平均漁獲量は1.6万トンとなる。
※ 表の値は今後も資源評価により更新される。
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表2．将来の平均漁獲量（万トン）

本系群では、管理基準値や将来予測など、資源管理⽅針に関する検討会の議論をふまえて最終化される項⽬については、管理基準値等に関する
研究機関会議資料において提案された値を暫定的に⽰した。

2034年に親⿂量が⽬標管理基準値案（25.5万トン）を上回る確率
2034年に親⿂量が限界管理基準値案（12.3万トン）を上回る確率

2029年漁期に親⿂量が限界管理基準値案（12.3万トン）を上回る確率
203420332032203120302029202820272026202520242023β

25%46%30%17.917.116.415.013.411.912.612.812.310.3

6.59.0

0.70
28%50%32%19.618.817.916.414.612.713.313.412.710.40.65
31%54%34%21.320.419.517.915.813.614.114.013.010.50.60
34%57%37%23.222.221.219.417.114.614.914.613.410.60.55
37%61%40%25.124.123.021.018.415.615.815.313.810.80.50
41%64%43%27.126.024.822.719.816.716.716.014.210.90.45
46%68%47%29.428.226.924.621.317.917.716.714.611.00.40
51%72%51%32.330.929.526.923.119.218.817.615.111.20.35
56%76%56%35.033.732.229.225.120.720.118.415.611.30.30
58%79%52%31.730.328.625.721.817.716.915.313.09.9現状の漁獲圧

表1．将来の平均親⿂量（万トン）

203420332032203120302029202820272026202520242023β
8.48.27.87.06.15.45.65.65.02.8

2.02.8

0.70
8.68.58.07.16.25.45.65.44.82.60.65
8.78.68.07.26.25.45.55.34.62.50.60
8.68.68.07.26.15.35.35.14.32.30.55
8.58.57.97.16.05.25.24.84.02.10.50
8.38.27.86.95.95.14.94.63.71.90.45
8.07.97.56.75.74.84.74.33.41.80.40
7.77.67.26.45.44.64.43.93.11.60.35
7.17.16.75.95.04.24.03.52.71.40.30
10.610.19.68.67.35.95.65.14.33.3現状の漁獲圧


